
江
口
博
幸
さ
ん
、
さ
や
香
さ
ん
ご
夫
婦
（
布
瀬
地
区
）

　

柏
市
布
瀬
に
お
住
ま
い
の
江
口
博
幸
さ
ん
は
、
農
家

を
継
が
れ
て
30
年
。
主
に
コ
メ
と
ネ
ギ
の
栽
培
に
注
力

し
て
来
ま
し
た
が
、
近
年
の
市
場
価
格
低
下
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
農
業
の
将
来
を
憂
い
て
一
念
発
起
、
平
成
29

年
３
月
に
「
株
式
会
社
エ
グ
チ
ラ
イ
ス
フ
ァ
ー
ム
」
を

起
業
し
、「
作
り
た
い
の
は
、
百
年
後
の
農
業
の
カ
タ
チ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
、
現
在
は
千
葉
県
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
奥
様
の
さ
や
香
さ

ん
と
共
に
新
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

開
発
に
当
た
っ
て
は
、
消
費
者
の
嗜
好
な
ど
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
健
康
に
関
心
の
あ

る
若
い
女
性
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
定
め
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
日
常
の
食
事
シ
ー
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
一
口
サ

イ
ズ
の
お
餅
を
考
案
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
自
慢
の
特
別
栽
培
米
を
材
料
に
、
市
内
の

和
菓
子
屋
さ
ん
と
協
力
し
て
、
最
終
的
な
商
品
化
に
向

け
た
テ
ス
ト
販
売
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
販
路
拡
大
も
視
野
に
入
れ
、
平
成

30
年
10
月
に
は
食
の
安
全
や
環
境
保
全
に
取
り
組
む
農

家
に
与
え
ら
れ
る
品
質
管
理
基
準
「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
」

を
東
葛
飾
地
域
の
水
稲
農
家
で
初
め
て
取
得
し
ま
し
た
。

　

夢
は
海
外
展
開
。
柏
で
生
ま
れ
た
安
全
安
心
な
玄
米

餅
を
、
パ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
、
世
界
中
の
人
た

ち
に
食
べ
て
ほ
し
い
。
眼
を
輝
か
せ
な
が
ら
語
る
ご
夫

妻
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

（
記
事
・
写
真　

秋
谷　

昌
治　

編
集
委
員)

夢
は
海
外
展
開
！

夢
は
海
外
展
開
！
夫
婦
二
人
三
脚
で
六
次
産
業
化

夫
婦
二
人
三
脚
で
六
次
産
業
化
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事
例
発
表
者　

谷
田
貝
委
員

　
「
私
た
ち
が
農
山
漁
村
で
輝
く
た
め

の
第
一
歩
」
を
テ
ー
マ
に
、
野
菜
（
谷

田
貝
委
員
）、水
稲
、果
樹
、漁
業
、養
蜂
、

林
業
な
ど
の
業
種
別
６
人
の
方
が
発
表

し
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
の
な
か
で
谷
田
貝
委
員

は
、
生
産
量
の
日
本
一
と
言
わ
れ
て
い

る
柏
の
小
か
ぶ
を
栽
培
し
て
い
る
農
業

委
員
の
谷
田
貝
で
す
と
、
自
己
紹
介
か

ら
始
ま
り
、

　
○
柏
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
住
宅
に
囲
ま

れ
た
中
で
の
農
作
業
の
大
変
さ

　
○
小
学
生
の
『
か
ぶ
農
家
の
視
察
』

で
の
子
供
た
ち
と
の
楽
し
い
や
り

取
り

　
○
柏
市
で
最
初
に
女
性
の
農
業
委
員

に
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
、
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、

　
「
今
後
、
女
性
の
農
業
委
員
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
か
な
と
考
え
て

い
ま
す
。
農
業
者
の
女
性
が
時
間
を
さ

い
て
外
へ
出
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も

大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
家
族

の
理
解
を
得
て
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
で
す
。
視
野
が
広
が
り
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
す
。」

と
、
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
県
内
の
女
性
農
業
委
員
・
推

進
委
員
は
90
名
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
度
か
ら
県
内
を
５
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
研

修
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
・
東
葛
飾
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
平
成
30
年
11
月
26
日
、
女
性
農
業

委
員
・
推
進
委
員
17
名
が
参
加
し
て
、

我
孫
子
市
『
水
の
館
』
で
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
市
か
ら
は
石
井
マ
サ

子
委
員
、
谷
田
貝
和
代
委
員
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
水
の
館
１
階
に
開
設
さ

れ
た
、
農
産
物
直
売
所
「
あ
び
こ
ん
」

の
視
察
を
行
っ
た
ほ
か
、
我
孫
子
市
援

農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
あ
び
こ
型
「
地
産
地
消
」
推
進
協

議
会
の
方
を
講
師
に
迎
え
、
事
業
内
容

や
活
動
、
課
題
等
に
つ
い
て
貴
重
な
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
農
業
委
員
・
推
進
委
員

が
直
面
す
る
問
題
や
今
後
実
施
し
た
い

研
修
内
容
な
ど
、
活
発
な
意
見
を
出
し

合
い
、
交
流
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
20
日
、「
千
葉
県
農
山
漁
村
い
き
い
き
研
修
会
」が
、
千
葉
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
に
、
農
業
委
員
の
谷
田

貝
委
員
が
、業
種
別
女
性
活
躍
事
例
発
表
者
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
豊
か
で
活
力
あ
る
千
葉
県
の
農
林
水
産
業
へ
の
女
性
の
経

営
参
画
や
社
会
参
加
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
業
種
別
の
実
践
事
例
か
ら
取
組

を
学
び
、
今
後
の
女
性
の
活
躍
と
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
千
葉
県
農
山
漁
村
女
性
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
千
葉
県
の
主
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ブロック別研修会に参加した
　　　　谷田貝委員・石井委員

作業場に束ねられた
　　　　　　真っ白なカブ

千
葉
県
女
性
農
業
委
員
の
会

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
開
催

〜
千
葉
・
東
葛
飾
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
〜

農
山
漁
村
い
き
い
き
研
修
会
　
事
例
発
表

農
山
漁
村
い
き
い
き
研
修
会
　
事
例
発
表

谷
田
貝
和
代 

委
員

谷
田
貝
和
代 

委
員

平成30年度
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平
成
31
年
１
月
18
日
、
23
日
に
、

家
族
経
営
協
定
制
度
の
推
進
母
体
で

あ
る
千
葉
県
東
葛
飾
農
業
事
務
所
、

農
政
課
、
農
業
委
員
会
事
務
局
の
立

ち
合
い
の
も
と
、
調
印
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
２
組
の
方
が
協
定
書
の

取
り
交
わ
し
を
行
い
、
柏
市
で
家
族

協
定
を
結
ん
で
い
る
方
は　

25
組
と

な
り
ま
す
。

「
家
族
経
営
協
定
」と
は

　

農
業
は
家
族
の
協
力
の
も
と
に
な

り
た
っ
て
い
ま
す
が
、
家
族
経
営
協

定
は
家
族
の
経
営
方
針
や
営
業
計

画
・
役
割
分
担
・
収
益
分
配
・
働
き

易
い
就
業
条
件
な
ど
を
話
し
合
い
、

一
人
ひ
と
り
の
役
割
を
見
直
す
こ
と

に
よ
り
、
お
互
い
の
意
思
・
情
報
を

共
有
化
し
経
営
に
活
か
す
も
の
で

す
。

布
施
地
区
の
関
根
さ
ん
ご
家
族

大
青
田
地
区
の
鈴
木
さ
ん
ご
家
族

企業が参入した地区を視察
（北杜市）

　
◎
北
杜
市
農
業
振
興
公
社

　

北
杜
市
が
行
っ
て
い
る
耕
作
放
棄
地

解
消
・
発
生
防
止
等
の
取
り
組
み
等
の

説
明
を
受
け
、
荒
廃
農
地
解
消
の
現
場

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

北
杜
市
は
、
平
成
16
年
及
び
平
成
18

年
に
８
町
村
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た

が
、
高
齢
化
等
で
不
耕
作
地
が
増
加
。

市
内
農
地
の
約
17
％
が
不
耕
作
地
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
食
の
安
全
性
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
企
業
が
自
ら
農

業
経
営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や

北
杜
地
域
の
農
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

さ
（
日
照
時
間
が
長
い
こ
と
、
交
通
ア

ク
セ
ス
が
良
い
等
）
か
ら
北
杜
地
域
の

農
業
へ
の
企
業
参
入
が
促
進
さ
れ
て
お

り
、
不
耕
作
地
の
解
消
に
繋
が
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

◎
山
梨
県
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

　

視
察
し
た
甲
斐
市
に
あ
る
技
術
セ
ン

タ
ー
は
、
県
内
３
つ
の
研
究
施
設
を
統

括
し
、
病
害
虫
に
関
す
る
研
究
、
鹿
、

イ
ノ
シ
シ
対
策
、
初
期
段
階
の
栽
培
手

法
等
様
々
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
現
在
行
っ
て
い
る
研
究

は
、
イ
チ
ゴ
、
パ
パ
イ
ヤ
、
ぶ
ど
う
、

な
す
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
栽
培
の
様
子
や
ポ
イ
ン
ト
等
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
イ
チ
ゴ
は
、
県
内
に
洋
菓
子

メ
ー
カ
ー
が
あ
り
、
洋
菓
子
に
使
う
の

が
最
も
付
加
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、

夏
取
り
イ
チ
ゴ
の
研
究
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
ハ
ウ
ス
栽
培
の
研
究
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
ワ
イ
ン
製
造
の
為
の
甲
州
ぶ

ど
う
の
収
量
を
増
や
す
た
め
、
苗
木
の

研
究
を
や
り
始
め
た
と
の
こ
と
で
、
地

域
の
特
性
や
強
み
を
更
に
活
か
そ
う
と

日
々
研
究
を
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

　

去
る
平
成
30
年
10
月
11
日
（
木
）・
12

日
（
金
）に
北
杜
市
農
業
振
興
公
社
及
び

山
梨
県
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
で
視
察
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
先
進
地
視
察
研
修

〜
山
梨
県
〜

家
族
経
営
協
定
調
印
式
開
催

家
族
経
営
協
定
調
印
式
開
催

〜 

ゆ
と
り
あ
る
農
業
経
営
を
め
ざ
し
て 

〜

柏市農業委員会だより（3）



地区
田 畑 計

筆 数 面 積面 積面 積 筆 数 筆 数

田中

土

富勢

風早

手賀

計

柏  157 （11） 53,623 （5,486） 26 （0） 9,069 （0） 183 （11） 62,692 （5,486）

 15 （0） 12,992 （0） 17 （2） 12,854 （3,486） 32 （2） 25,846 （3,486）

 4 （3） 4,230 （3,292） 10 （0） 6,611 （0） 14 （3） 10,841 （3,292）

 17 （7） 18,955 （9,872） 27 （20） 44,436 （38,514） 44 （27） 63,391 （48,386）

 86 （48） 68,757 （40,999） 30 （4） 31,066 （4,219） 116 （52） 99,823 （44,718）

 251 （113） 157,535 （89,616） 141 （2） 88,677 （2,615） 392 （115） 246,212 （92,231）

 530 （182） 316,092 （148,765） 251 （28） 192,713 （48,834） 781 （210） 508,805 （197,599）

平成30年度柏市遊休農地調査結果　（単位面積：㎡）　表内（）は農用地区域内

 １  【 田（水稲）の部 】

 ２  【 畑（普通畑）の部 】

基盤整備地域

基盤整備地域外

基盤整備地域

基盤整備地域外

基盤整備地域

基盤整備地域外

基盤整備地域

基盤整備地域外

22,300円

－

21,300円

－

21,800円

旧柏市地域

旧沼南町地域

22,500円

－

34,000円

－

15,000円

－

15,000円

－

253

0

61

0

314

－

18,600円

19,200円

20,900円

19,600円

－

30,000円

20,000円

43,600円

－

10,000円

19,000円

10,000円

0

14

6

14

34

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

（参考）柏市平均

（参考）柏市平均

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

旧柏市地域

旧沼南町地域

平
成
30
年
１
月
〜
12
月
ま
で
に
締
結（
公
告
）さ
れ
た
賃
貸
借
で

賃
借
料
水
準（
10
ａ
当
た
り
）は
、次
の
と
お
り
で
す
。＊１　データ数は、集計に用いた筆数である。　　

＊２　賃貸料を物納支給（水稲）としている場合は、60㎏当たり15,000円に換算している。

＊３　金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。

＊４　「（参考）柏市平均」の平均額は、各区分の平均値をデータ数により加重平均した値である。

＊５　必要データ数を５件以上としているため、数値が出ていない地域がある。

＊６　基盤整備地域とは、田園地帯などの区画や圃場が整備された農地である。

　

出
荷
及
び
販
売
の
流
れ
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①　

今
春
に
県
が
柏
市
内
で
実
施
す
る

出
荷
前
検
査
（
無
作
為
に
１
カ
所
）

の
結
果
が
基
準
値
（
100 

Bq
/
kg
）
以
下

で
あ
る
こ
と
。

②　

平
成
27
年
３
月
以
降
に
県
ま
た
は

市
の
検
査
を
受
け
て
い
る
竹
林
で
、

過
去
の
検
査
に
お
い
て
も
50 

Bq
/
kg

以
下
で
あ
っ
た
竹
林
に
関
し
て
は
、

①
の
検
査
終
了
後
に
市
か
ら
通
知
を

郵
送
。

③　

未
検
査
の
竹
林
は
、
県
ま
た
は
市

の
検
査
を
受
け
、
出
荷
可
能
な
た
け

の
こ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

後
、
市
か
ら
証
明
書
を
交
付
。

　

な
お
、
県
や
市
の
検
査
を
受
け
る
た

め
に
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
農
政
課
ま
で
。
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